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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

第 2011号 2014年 3月 25日

き
ま
し
た
▼
「
復
興
は
進
ん

で
い
な
い
」「
忘
れ
な
い
で
」

「
前
を
見
据
え
て
進
む
」▼
土

地
収
用
手
続
の
規
制
、
建
築

資
材
の
高
騰
と
労
働
者
不

足
、
仮
設
住
宅
住
民
の
健
康

悪
化
、
人
口
流
失
、
高
す
ぎ

る
防
潮
堤
や
大
型
公
共
事
業

優
先
、
農
業
・
漁
業
・
製
造

業
・
生
業
の
復
活
▼
家
族
な

ど
を
失
っ
た
辛
い
思
い
を
胸

に
し
ま
い
込
み
、
若
者
達
の

中
に
は
震
災
を
機
に
地
元
に

戻
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
定

住
し
結
婚
、
こ
の
春
都
会
に

出
て
い
く
高
校
生
も
「
い
つ

か
故
郷
に
戻
り
復
興
の
力
に

な
り
た
い
」
と
語
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
▼
復
興
税
の
誤

り
を
百
円
単
位
ま
で
是
正
せ

よ
と
の
事
後
処
理
に
疑
念
が

渦
巻
く
な
か
で
真
に
被
災
地

の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
の

か
矛
盾
を
感
じ
て
い
ま
す
。

大
震
災
か
ら

三
年
目
を
迎

え
た
被
災
地

の
仲
間
か
ら

三
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
聞

〈
出
題
〉
九
段
　
西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉3
手
目
に
う
ま
い

銀
捨
て
あ
り
…
…
。

（
　
分
で
二
段
）
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7月定期異動に向けて
上上期発令要求基期発令要求基準準
　【税務職】　
　5級昇格　普通科52期・国専28期・56年採用以前
　4級昇格　普通科55期・国専31期
　3級昇格　普通科61期・国専・37期以前
　2級昇格　普通科66期以前
　特研生　　賃金格付けを是正し、普通科と同等の昇給
　　　　　・昇格発令
 　【行（二）職】
　行（二）職の部下数制限を撤廃し、包括承認基準の級・
　号俸をみたしている者全員を昇格発令すること。
　用務員　2級　1—77以上
　守　衛　3級　2—57以上　2級　1—61以上
　運転手　4級　3—61以上　3級　2—41以上
　交換手　3級　2—49（数名の電話交換手直接指揮監督
　する者は2—41）以上

公
正
で
、明
朗
な
人
事
の
確
立
を

１　任期を１年更新でなく、年金満額支給年齢までとする
　　こと。
２　勤務地は本人の希望を尊重すること。
３　経験と年齢に見合った職務とすること。調査・徴収事
　　務に限らず内部事務、相談事務も対象とすること
４　給与格付けの改善や諸手当の改善を行うこと。
（1）給与水準を引き上げること。
（2）配偶者手当を支給すること。
（3）期末手当、勤勉手当を「現役職員」並みとすること。
（4）地域手当の異動保障期間を「現役職員」と同じにする
　　こと。

 公務員労働者の賃金・

 労働条件の改善を求める職場決議

内閣総理大臣　安倍晋三　殿
　私たちは、2014年春闘における賃金・労働条件の
改善を求めて職場集会を開き、要求実現をめざして
たたかう決意を固めあいました。（中略）
　いま、多くの国民は「アベノミクス」の効果を実
感できず、最近の世論調査でも「景気回復の実感は
ない」と９割の人が回答しています。今こそ、景気
回復に向け、すべての労働者の賃上げ実現へ、政府
は真剣に取り組むべきです。その点からも、貴職が
使用者として、公務労働者の賃金改善をはじめ、以
下の要求実現（要約）へ全力をあげることを求めま
す。
１、公務職場ではたらくすべての労働者の賃金・労
働条件を改善すること。
２、賃金の地域間格差拡大等「給与体系の抜本改革」
をおこなわないこと。
３、公務員の総人件費削減はおこなわないこと。
４、すべての労働者の賃上げにむけ、政府として全
力をあげること。
　以上、職場の総意として決議します。

公
務
労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
を
求
め

　
　
　
　
　
　
　
政
府
と
人
事
院
宛
に
職
場
決
議
を
提
出

　
春
闘
も
大
詰
め
を
迎
え
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
は
「
大
手

組
合
ベ
ア
復
活
」
と
報
道
し

て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
の
消
費
税
引
き

上
げ
を
ひ
か
え
、
生
活
の
悪

化
を
食
い
止
め
る
た
め
に

は
、
中
小
企
業
・
公
務
・
非

正
規
労
働
者
す
べ
て
の
賃
上

げ
こ
そ
が
内
需
拡
大
に
必
要

不
可
欠
で
す
。

　
公
務
員
の
賃
金
動
向
が
、

民
間
に
波
及
す
る
こ
と
は

「
賃
下
げ
法
」
で
明
ら
か
で
、

政
府
は
抑
制
で
は
な
く
大
幅

な
賃
上
げ
を
す
べ
き
で
す
。

全
国
税

国
公
労
連

再任用にかかわる要求

 調査優先の事務運営はやめ、内部事務を完全に！

いま優先すべきは、確申期事後処理と超勤規制
　
所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談
受
付
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
消
費
税

の
申
告
受
付
、
審
査
事
務
や
管
理
運
営
部
門
の
多
忙
期
は
ま
だ
ま
だ

続
き
ま
す
。

　
復
興
特
別
所
得
税
の
事
後
処
理
の
事
務
量
が
見
積
も
れ
な
い
中
、

調
査
事
務
の
早
期
着
手
は
早
計
で
す
。

　
事
務
運
営
の
弾
力
的
な
手
当
て
こ
そ
が
今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
各
地
の
確
申
期
問
題
点

受
付
４
時
問
題
で
 

　
　
　
　
広
報
な
し

　
全
国
税
愛
知
支
部
は
、
昨

秋
行
っ
た
各
署
へ
の
要
請
行

動
で
、
確
定
申
告
相
談
の
立

ち
っ
ぱ
な
し
対
応
を
や
め
さ

せ
る
こ
と
と
併
せ
、「
会
場
の

受
付
時
間
を
午
後
４
時
ま
で
」

と
広
報
す
る
こ
と
を
求
め
て

き
ま
し
た
。

　
名
古
屋
市
の
広
報
紙「
広
報

な
ご
や
」
や
、
市
税
事
務
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
欄

で
は
、
相
談
会
場
に
つ
い
て

「
午
後
４
時
ま
で
に
お
越
し
く

だ
さ
い
」と
ほ
と
ん
ど
で
記
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
昭
和
税
務
署
管

内
の
昭
和
区
・
瑞
穂
区
・
天
白

区
の
広
報
紙
に
は
、「
午
後
４

時
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
」

と
の
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
昭
和
署
は
、
区
役
所
と
相

談
会
場
の
広
報
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
打
合
せ
を
し
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
場
合
に
よ
っ
て
は
相
談
会

場
の
職
員
の
負
担
が
増
し
た

り
、
来
場
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
　
　
　
　
 （
愛
知
支
部
）

率
が
悪
い
の
か
？

　
し
か
し
、
た
と
え
効
率
が

悪
く
て
も
、
職
員
負
担
の
軽

減
の
た
め
に
、
着
座
で
の
申

告
相
談
を
実
施
す
る
こ
と
が

ど
う
し
て
で
き
な
い
の
か
？

市
役
所
で
の
申
告
相
談
は
、

着
座
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

常
識
的
に
考
え
て
、
立
っ
た

ま
ま
で
の
相
談
は
、
普
通
で

は
な
い
。
局
長
交
渉
で
は
、

普
通
で
あ
る
こ
と
を
、
普
通

に
要
求
す
る
こ
と
が
、
ま
る

で
普
通
で
な
い
よ
う
な
回
答

だ
。
　
当
局
は
半
日
で
の
交
代
だ

か
ら
、
職
員
負
担
に
な
ら
な

い
と
し
て
い
る
が
、
十
分
に

負
担
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
再
任
用
者
が
大
幅
に
増

え
る
。
最
も
弱
い
層
を
基
準

に
、
労
働
条
件
を
考
え
る
べ

き
だ
。

　
　
　
　
　（
北
陸
地
連
）

日
曜
日
は
 

　
　
開
庁
前
か
ら
混
雑

　
2
月
　
日
、
8
時
　
分
頃

23

50

イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
越
谷
レ
イ

ク
タ
ウ
ン
会
場
）
３
階
に
入

る
１
階
入
り
口
に
到
着
。
す

で
に
受
付
整
理
券
は
2
3
4

番
で
受
付
目
安
時
間
は
　
：
10

　
～
　
：
　
と
な
っ
て
い

30

11

00

調
査
ど
こ
ろ
で
は
 

　
　
　
　
　
　
な
い
？

　
復
興
税
の
絡
み
で
、
つ
ま

ず
い
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　
書
類
の
整
理
か
ら
ま
だ

チ
ャ
ン
と
出
来
な
い
状
態
で

す
。
　
審
査
の
話
（
遅
れ
）
が
目

立
っ
て
い
る
た
め
あ
ま
り
光

は
当
た
っ
て
な
い
感
じ
で
す

が
、
４
月
以
降
は
、
調
査
ど

こ
ろ
じ
ゃ
な
い
気
が
し
ま

す
。　
　
　
　（
東
京
地
連
）

半
日
な
ら
良
い
の
か
？

　
立
ち
っ
ぱ
な
し
の
申
告
相

談
が
続
い
て
い
る
。
長
い
確

申
期
。
否
応
な
く
疲
労
が
蓄

積
し
て
い
く
。
職
員
は
、

「
確
申
期
だ
か
ら
…
…
」と
し

て
我
慢
し
て
い
る
。
着
座
で

の
申
告
相
談
は
、
本
当
に
効

た
。
　
入
り
口
付
近
や
会
場
は
や

や
狭
い
感
じ
が
し
た
。
ま

た
、
会
場
入
り
口
付
近
の
雰

囲
気
が
同
じ
フ
ロ
ア
ー
周
辺

の
レ
ス
ト
ラ
ン
街
と
の
違
和

感
が
あ
り
、
苦
情
が
出
な
い

か
心
配
に
な
っ
た
。
会
場
規

模
な
ど
を
考
え
る
と
署
内
で

行
っ
た
方
が
良
い
の
で
は
と

も
感
じ
た
。

＊
コ
メ
ン
ト

　
当
日
は
、
こ
の
会
場
に
1

2
0
0
人
が
来
場
（
平
日
8

0
0
人
）。

　
別
の
川
口
・
西
川
口
合
同

会
場
に
は
相
談
だ
け
で
3
8

0
0
人
。
埼
玉
の
県
南
署
で

は
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
光
景

で
す
が
、
根
本
的
に
改
善
す

べ
き
で
す
。

　
　
　
　
　（
関
信
地
連
）

停
滞
し
、
女
性
職
員
の
昇

任
・
昇
格
格
差
は
広
が
り
、

青
年
間
差
別
も
解
消
さ
れ
ず

行
　
職
員
の
処
遇
も
劣
悪
な

（二）
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
憲
法
違
反
の
賃
下

げ
、
退
職
金
の
引
き
下
げ
、

宿
舎
廃
止
と
使
用
料
の
引
き

上
げ
と
職
員
は
大
き
な
負
担

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
１
日
、
全
国
税
は
、

７
月
人
事
異
動
期
に
向
け
、

人
事
・
配
転
・
再
任
用
・
非

常
勤
職
員
の
要
求
を
柱
に

「
公
正
で
明
朗
な
人
事
確
立

を
求
め
る
要
求
書
」
を
当
局

に
提
出
し
ま
す
。

　「
成
績
主
義
」の
名
の
も
と

で
の
恣
意
的
な
人
事
運
用
に

よ
り
中
高
年
職
員
の
処
遇
は

　
賃
下
げ
特
例
法
の
継
続
は

阻
止
し
ま
し
た
が
、
完
全
に

元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
こ
の

間
、
職
員
の
士
気
は
大
き
く

下
が
っ
て
い
ま
す
。
当
局
が

ま
ず
や
る
べ
き
こ
と
、
で
き

る
こ
と
は
「
明
る
く
働
き
が

い
の
あ
る
職
場
」
と
す
る
た

め
に
、
誰
も
が
公
正
と
認
め

る
よ
う
な
人
事
発
令
を
す
る

こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
３
月
末
で
定

年
を
迎
え
る
普
　
期
生
相
当

32

の
職
員
か
ら
年
金
の
無
支
給

期
間
が
生
じ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
再
任
用
者
の
給
与
の
抜

本
的
改
善
が
急
務
で
す
。
雇

用
と
年
金
の
継
続
を
実
現
す

る
よ
う
、
今
年
か
ら
新
た
な

要
求
を
入
れ
て
い
ま
す
。

4
月
　
日
、財
務
金
融
共
同
行
動

18
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一
喜
一
憂
？

【
東
海
地
連
・
一
宮
分
会
】

　
相
変
わ
ら
ず
局
主
務
課

と
署
幹
部
は
、
電
子
処
理

の
各
署
一
覧
状
況
を
み
て

「
一
喜
一
憂
」。
こ
れ
が
毎

週
で
四
月
初
め
ま
で
続
く
。

実
態
を
反
映
し
た
数
字
な

ら
い
い
け
れ
ど
、
数
字
の

為
に
仕
事
を
す
る
状
況
は

困
り
ま
す
。

　
窓
口
領
収
は
大
変

　
統
括
か
ら
「
平
成
　
事
24

務
年
度
国
税
庁
が
達
成
す

べ
き
目
標
に
対
す
る
実
績

の
評
価
書
」
の
ｅ
‐
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
行
う
よ
う
指
示

が
あ
り
ま
し
た
。「
早
め
に

や
っ
て
く
だ
さ
い
。
同
時

進
行
で
事
務
は
で
き
ま
す

の
で
、
事
務
を
し
な
が
ら

行
っ
て
も
ら
っ
て
い
い
で

す
。　
分
く
ら
い
で
す
」。

30

　
確
か
に
確
申
期
で
忙
し

い
時
期
に
　
分
は
痛
い
。

30

周
り
か
ら
は
、「
仕
事
を
し

な
が
ら
流
す
ん
だ
っ
た
ら

や
ら
な
き
ゃ
い
い
の
に
」

「
数
字
を
欲
し
が
る
形
式
主

義
の
賜
物
」「
何
が
書
い
て

あ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
」

な
ど
。
研
修
を
や
っ
た
と

い
う
実
績
作
り
は
こ
れ
だ

け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、

体
質
を
改
善
す
べ
き
超
・

局
の
数
字
主
義
。

　
非
常
勤
職
員
の
み
な
さ

ん
、
あ
り
が
と
う

　
今
年
か
ら
管
運
受
付
窓

口
は
非
常
勤
職
員
さ
ん
が

最
前
線
に
立
つ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
職
員
は
後
方

支
援
部
隊
で
呼
ば
れ
た
ら

駆
け
つ
け
る
。
色
々
な
こ

と
言
わ
れ
な
が
ら
も
頑
張

る
非
常
勤
職
員
の
方
々
に

は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
幹
部
は
当
た

り
前
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ

言
い
ま
す
が
、
ろ
く
な
研

修
も
な
く
変
更
点
の
連
絡

も
な
く
「
忍
」
の
一
字
で

対
応
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

幹
部
の
皆
さ
ん
、
し
っ
か

り
見
習
っ
て
く
だ
さ
い
よ
。

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
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「フクシマを忘れない」、国会議事堂を３万２千人で包囲!
３・９原発ゼロ大統一行動

　
首
都
圏
で
は
３
月
９
日

「
首
都
圏
反
原
発
連
合
」「
さ

よ
う
な
ら
原
発
１
０
０
０
万

人
ア
ク
シ
ョ
ン
」「
原
発
を
な

く
す
全
国
連
絡
会
」
の
共
催

で
「
原
発
ゼ
ロ
大
統
一
行
動

＝
ノ
ー
ニ
ュ
ー
ク
ス
デ
イ

が
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
、

国
会
議
事
堂
周
辺
で
展
開
さ

れ
、
３
万
２
千
人
が
「
福
島

を
忘
れ
る
な
！
」「
再
稼
働
を

許
す
な
！
」
と
の
思
い
で
結

集
し
ま
し
た
。

全
国
税
か
ら
多
数
が
参
加

　
行
動
に
は
東
京
地
連
、
関

信
地
連
の
組
合
員
や
組
合
員

O
B
、
組
合
員
家
族
等
　
人
26

が
、　
時
か
ら
の
日
比
谷
野

１３ 　
福
島
原
発
事
故
か
ら
３
年
目
を
３
月
　
日
迎
え
る
に
当
た
り
、
３
月
８
日
の
「
原

11

発
の
な
い
福
島
県
民
集
会
」
を
は
じ
め
と
し
た
、
原
発
ゼ
ロ
を
求
め
る
集
会
が
日
本

各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。外

音
楽
堂
集
会
、　
時
　
分

１５

３０

か
ら
の
国
会
前
大
集
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
野
外
音
楽
堂
集
会
で
は
会

場
に
入
れ
な
い
参
加
者
が
会

場
外
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
集
会
は
ミ
サ
オ
・
レ
ッ
ド

ウ
ル
フ
さ
ん
の
主
催
者
あ
い

さ
つ
（
写
真
）
に
続
き
、
福

島
か
ら
の
現
状
報
告
と
、
各

地
の
原
発
立
地
か
ら
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

　
集
会
後
は
「
巨
大
請
願
デ

モ
」
と
「
官
邸
前
大
抗
議
デ

モ
」
に
分
か
れ
、
国
会
前
大

集
会
に
合
流
し
ま
し
た
。

　
全
国
税
の
組
合
員
は
国
会

前
集
会
で
開
催
さ
れ
て
い
た

「
希
望
の
エ
リ
ア
」
で
、「
翼

を
く
だ
さ
い
」
等
を
一
緒
に

歌
っ
た
り
、
被
爆
体
験
者
の

話
を
聞
き
、「
広
島
・
長
崎
・

福
島
」
に
続
く
、
放
射
能
の

被
害
者
を
あ
ら
た
に
作
ら
な

い
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
電
源
を
喪
失
し
炉
心
が
破

壊
さ
れ
た
福
島
第
一
原
発
の

１
～
３
号
機
で
は
、
高
放
射

線
量
の
た
め
核
燃
料
取
り
出

し
作
業
も
で
き
ず
、
３
号
機

と
４
号
機
の
間
に
は
遮
蔽
壁

を
作
っ
て
４
号
機
か
ら
の
核

燃
料
取
り
出
し
作
業
を
進
め

て
い
る
現
状
で
す
。
さ
ら
に

放
射
能
汚
染
水
漏
れ
な
ど
も

あ
り
、
事
故
収
束
の
目
途
も

立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

い
ま
だ
に
　
万
人
も
の
人
が

14

避
難
生
活
を
余
議
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で

も
安
倍
政
権
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
か
ら
原
発
ゼ
ロ
目

標
を
放
棄
し
、
再
稼
働
・
原

発
輸
出
・
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

等
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
挨
拶
で
、
首
都
圏
反
原
発

連
合
の
ミ
サ
オ
・
レ
ッ
ド
ウ

ル
フ
さ
ん
は
「
事
故
か
ら
３

年
、
福
島
の
状
況
は
変
わ
ら

な
い
ど
こ
ろ
か
後
退
し
て
い

る
。
さ
ら
に
大
き
な
声
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
を

求
め
、
原
発
ゼ
ロ
を
実
現
し

た
い
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

福
島
か
ら
３
人
が
発
言
し
、

福
島
「
県
内
の
全
原
発
の
廃

炉
を
求
め
る
会
」
の
名
木
さ

ん
は
「
２
０
１
１
年
３
月
　11

日
　
時
　
分
で
時
計
の
針
は

14
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止
ま
っ
た
ま
ま
。
今
も
仮
設

住
宅
で
寒
い
冬
を
過
ご
し
て

い
る
」。
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
い
わ
き
放

射
能
市
民
測
定
室
た
ら
ち

ね
」
の
鈴
木
さ
ん
は
、「
安
全

を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
事
故

を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
大
人

た
ち
の
責
任
は
重
大
。
子
ど

も
た
ち
を
本
気
で
ま
も
る
た

め
に
立
ち
上
が
っ
て
ほ
し

い
」。
福
島
原
発
避
難
者
訴

訟
原
告
団
で
お
寺
の
　
代
目

30

住
職
の
早
川
さ
ん
は
、「
孫

を
後
継
ぎ
に
と
励
ん
で
き
た

が
、
寺
は
私
の
代
で
終
わ

り
」
と
発
言
し
ま
し
た
。
音

楽
家
の
坂
本
龍
一
さ
ん
も
、

「
声
を
上
げ
に
く
い
人
に
寄

り
添
い
、
そ
の
声
に
応
え
よ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
集
会
終
了
後
、
巨
大
請
願

デ
モ
と
国
会
大
包
囲
が
並
行

　
3
月
9
日
「
扇
町
公
園
」

（
大
阪
市
北
区
）に
7
0
0
0

人
が
集
ま
り
、
全
国
税
か
ら

家
族
等
を
含
め
7
名
が
参
加

し
ま
し
た
。（
参
加
者
報
告
）

　
集
会
に
参
加
し
た
組
合
員

か
ら
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
の

で
掲
載
し
ま
す
。

　
世
の
中
の
全
て
の
差
別
に

怒
り
を
と
い
う
思
い
か
ら
結

成
さ
れ
た
太
鼓
集
団
「
怒
」

の
演
奏
で
（
写
真
）
ス
タ
ー

ト
し
た
関
西
行
動
で
す
。

　
小
出
裕
章
さ
ん
の
「
子
ど

も
た
ち
を
放
射
能
か
ら
守
る

た
め
に
」
の
講
演
を
聞
き
、

午
後
か
ら
は
屋
外
集
会
と
デ

モ
で
し
た
。

　
福
島
県
の
発
表
で
も
甲
状

腺
ガ
ン
ま
た
は
悪
性
疑
い
と

診
断
さ
れ
た
子
ど
も
は
7
4

人
に
の
ぼ
り
異
常
多
発
は
隠

 日
本
全
国
で
原
発
ゼ
ロ
集
会

 関
西
で
は「
さ
よ
な
ら
原
発
関
西
集
会
」

し
よ
う
が
な
い
。

　
安
全
宣
言
な
ど
は
嘘
と
し

か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
。
フ
ク
シ
マ
か
ら
は
現
在

姶 逢娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃

東日本

大震災

から三年

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

し
て
行
わ
れ
、
国
会
前
大
集

会
へ
と
行
動
は
続
き
ま
し

た
。
希
望
の
エ
リ
ア
で
は
、

「
あ
す
か
」
さ
ん
の
司
会
で

次
々
と
発
言
者
が
登
壇
。
宇

都
宮
弁
護
士
も
登
壇
し
「
無

力
は
集
め
て
も
無
力
だ
が
、

微
力
は
集
ま
れ
ば
大
き
な
力

に
な
る
。
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
」
と
発
言
し
ま
し
た
。

　（
関
信
地
連
Ｏ
Ｂ
の
寄
稿
）

　
仙
台
市
錦
町
公
園
で
開

催
、
連
合
系
や
全
労
連
系
の

組
合
を
含
め
て
2
0
0
0
人

が
参
加
、
全
国
税
宮
城
県
支

部
か
ら
2
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
　
集
会
で
は
、
原
発
が
あ
る

も
放
射
能
が
撒
き
散
ら
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。

　
さ
よ
な
ら
原
発
！
　

　
　（
東
分
会
　
伊
藤
英
治
）

女
川
町
で
津
波
被
害
に
あ
っ

た
と
い
う
女
性
が
登
壇
し
、

「
仮
設
住
宅
な
ど
転
々
と
し
た

が
、
女
川
を
出
る
時
に
「
も
も

ひ
き
」
に
「
原
発
反
対
」
と
書

い
て
吊
る
し
て
出
て
き
た
」と

い
う
生
々
し
い
発
言
も
あ
り

　
震
災
被
災
地
・
仙
台
で
は

　
　
　
　
　
　
２
０
０
０
人
が
参
加

ま
し
た
。

　
集
会
終
了

後
、
一
番
町

商
店
街
な
ど

を
「
再
稼
働

反
対
」「
原
発

一
基
も
動
い

て
な
い
よ
、

そ
れ
で
も
電

気
は
足
り
て

い
る
」な
ど
、

リ
ズ
ミ
カ
ル

な
太
鼓
の
音

に
合
わ
せ
て

シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
し

て
デ
モ
行
進

し
ま
し
た
。

（
東
北
地
連
）


